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取扱説明書 

■ご使用前に必ずご確認ください■ 
※本商品のご使用前に最終項に記載の URL（保証規定）より保証規定の内容を読み、ご理解のうえご使用ください。 

※本商品の使用をもって、本書と保証規定の内容の全てを理解・承諾したものとみなします。本書内の注意事項を守らず使用したことによる事故や損

害について、当社では一切の責任を負いません。 

※本書は、いつでも取り出して読めるように大切に保管してください。また第三者に譲渡する場合は、必ず本書も併せてお渡しください。 
 

 
要件を満たさず使用しますと、死亡または重傷に至る可能性や第三者の生命や財産を損なう可能性が想定される場合を示してあります。 

 

・本商品は記載されている適応車種以外の車両には使用しないでください。 

・本商品に曲げ・切削・溶接などの加工を行なわないでください。商品や車両側の破損だけでなく、重大な事故につながる恐れがあります。 

・オフロードや林道などの悪路で使用しないでください。また工事中や荒れた舗装路で段差を乗り越える必要がある場合は最徐行で走行ください。 

 

・取付前に取付箇所の純正部品や車両に欠損や破損がないか確認してください。異常が見られる場合は新品に交換するなどしてください。 

・本商品は荷物積載の用途としてご使用ください。車両の固定やメインスタンドを掛ける際の取り回しにつかんだり、本来の用途以外の使用をした場合

に予期せぬ破損や事故につながる恐れがあります。 

・走行中に異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停車させ、異常箇所を必ず点検してください。異常があった場合は、商品の使用また

は車両の走行を中止し、認証工場や販売店へご相談してください。 

 

 
要件を満たさず使用しますと、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想定される場合を示してあります。 

 

・商品取り扱い時に商品の端面や商品に突起やバリなどがあり予期せぬケガや事故が発生する場合があります。パッケージの取り扱いも含め、取り

扱いの際は必ず保護手袋を着用しケガには十分に注意して作業を行なってください。またエッジや突起部がある場合はヤスリなどを使用して適切

な処理を行ない、取り除いてください。 

・本商品を開梱の際は構成部品に外観の不具合や異常がないことを必ず確認ください。万一お気づきの点がございましたら、ご使用前にお買い求め

販売店へ速やかにご相談ください。 

・作業は適切な設備と技能、専門知識のある整備士を有した店舗または認証工場にて脱着作業をご依頼ください。作業が適切に行なわれないと、作

業中やご使用中に車両や商品の損傷や不具合などに繋がる場合があります。 

・作業は周囲の安全を確保し、安全な場所で車両を安定させたうえで行なってください。 

・取り付けは各作業に適した工具をご使用ください。不適切な工具を使用すると部品の破損やケガをする可能性があります。 

・ボルトやナット類の締め付けにはトルクレンチを使用して、所定トルクまたは車両メーカー発行のサービスマニュアルで指示されたトルクで確実

に締め付けてください。 

・取り付け後に約 100km 走行しましたら各部を必ず点検整備し、必要に応じてネジの増し締めを行なってください。その後は約 500km 毎に同

様の作業を行なってください。 

・ツールバッグ使用時の最大積載重量は2ｋｇ（バッグ込み重量）になります。 

・本商品をタンデムライダーの背もたれとし負荷を与えないでください。本商品や車両の破損に繋がる場合があります。 

 

・本商品を装着したことによる物的損害や人的損害などの保証は一切お受けできません。また商品保証は本商品のみが対象になります。 

・本商品は素材や製造方法により製品個体差があります。溶接や塗装、小キズ、歪みなど程度の差がございます。あらかじめご了承ください。 

・本商品はスチール製の塗装商品になります。ご使用の環境や経年変化によらず使用損耗や素材劣化（サビ含む）が、早期から進行する場合があり

ます。これらの要因により発生した素材劣化や不具合、事故損害につきましては当社では一切の責任を負いかねます。 

・定期的に各部の点検を行なってください。また塗装のはがれやキズ、サビなどが発生した場合は適切な補修を行なってください。補修せずに使用

すると素材劣化が促進され、本商品の破損だけでなく、車両へのダメージの原因となります。 

・④バックパッドは簡易防水性能を持たせていますが、激しい降雨などの環境で使用した場合に、内部へ水が浸入する場合があります。 

・本商品を取り付けた場合に車両側の取り付け面や、その周辺にキズが付く場合があります。また荷物の積みおろしや荷物との擦れで、本商品にダ

メージを負う場合がございます。 

・ツールバッグ装着時は車両やバックレストとの接触部に、キズなどのダメージが発生します。別売のプロテクションシールなどで保護することを

オススメします。 

・車両側に転倒歴がある場合、お取り付けできない可能性があります。 

・弊社製のサドルバッグサポート（品番 38523「左側用」／品番 38524「右側用」／※別途、同時装着用キットが必要です）とグラブバーキャ

リア（品番 39583）との同時装着可能。また同時装着時の取り付けについては、３ページ目に案内した取扱説明書を参考にお取り付けください。 

・カワサキ純正アクセサリーの「グラブバー」や「リアキャリア」との同時装着はできません。 

・他社製商品との同時装着は未確認です。（※保証対象外） 

・本商品、または本書でご紹介した商品は予告なしに価格や仕様を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。 
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商品内容 

NO パーツ名 サイズ（ｍｍ） 数量 NO パーツ名 サイズ（ｍｍ） 数量 

① ベースブラケット右側  1 ⑧ ボタンボルト M6×15（P1.0） 4 

② ベースブラケット左側  1 ⑨ ボタンボルト M6×25（P1.0） 2 

③ アッパーフレーム  1 ⑩ ボタンボルト M8×55（P1.25） 2 

④ バックパッド  1 ⑪ ボタンボルト M8×60（P1.25） 2 

⑤ カラー  2 ⑫ ボタンボルト M8×65（P1.25） 2 

⑥ 段付カラーＡ（短い） 全長 25mm 2 ⑬ ゴムモール  1 

⑦ 段付カラーＢ（長い） 全長 28mm 2 ⑭ ロゴステッカー  1 
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組み合せ別『 取付案内 』 

単体装着 A 同時装着Ｂ 同時装着Ｃ 別紙参照 

バックレスト 

単体 

バックレスト 

＋ 

サドルバッグサポート

左側＆右側 

バックレスト 

＋ 

グラブバーキャリア 

バックレスト 

＋ 

グラブバーキャリア 

＋ 

サドルバッグサポート

左側＆右側 

※バッグサポート取付キット

が別途必要です 

 

 

 

 

下記参照後に 

4～5 ページを参照 

下記参照後に 

6～7 ページを参照 

下記参照後に 

8～10 ページを参照 

バッグサポート取付キット

付属の説明書を参照 

 

 取付方法                                           

【作業前の注意事項】 

・純正部品の取り外しや取り付けについては、各メーカー発行のサービスマニュアルに従い、正しく行なってください。 

・作業を始める前に周囲の安全を確保し、車両を安定させた状態で転倒やケガなどに十分注意して作業してください。 
 

 01．純正ボルトの取り外し 『共通』                                    
・イラストを参考に純正リアフェンダー左右の純正ボルト（4本）を外します。 
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 02．ベースブラケットの仮組み 『単体装着Ａ』                             
・イラストを参考に純正リアフェンダー左側へ、⑥段付カラーＡ（１個）と⑦段付カラーＢ（１個）、⑩ボタンボルト（Ｍ8×

55／1本）、⑪ボタンボルト（Ｍ8×60／1本）を使用して、②ベースブラケット左側を仮組します。 

・同様の手順で①ベースブラケット右側も仮組します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 03．アッパーフレームの仮組み 『単体装着Ａ』                             
・①ベースブラケット右側と②ベースブラケット左側に③アッパーフレームを⑧ボタンボルト（M6×15／4 本）を使用して、

仮組みします。 
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 04．バックパッドの取り付け 『単体装着Ａ』                              
・③アッパーフレームに⑤カラーと⑨ボタンボルト（M6×25）を使用して、④バックパッドを取り付けます。 

・市販の接着剤（※1）を使用して、⑬ゴムモールを③アッパーフレームに貼り付けます。 

・各部を無理がないように調整して所定トルクで締め付けます。 
※1…コニシ製のG17 接着剤を推奨。 

・各部の点検を行ない、異常がないことを確認して作業は終了です。 
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 05．ベースブラケットとサドルバッグサポートの仮組み 『同時装着Ｂ』                  
・イラストを参考に純正リアフェンダー左側へ、⑥段付カラーＡ（１個）と⑦段付カラーＢ（１個）、⑪ボタンボルト（Ｍ8×60

／1本）、⑫ボタンボルト（Ｍ8×65／1 本）を使用して②ベースブラケット左側とサドルバッグサポート左側を仮組します。 

・上記手順を参考に①ベースブラケット右側も仮組します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 06．アッパーフレームの仮組み 『同時装着Ｂ』                             
・①ベースブラケット右側と②ベースブラケット左側に③アッパーフレームを⑧ボタンボルト（M6×15／4 本）を使用して、

仮組みします。 
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 07．バックパッドの取り付け 『同時装着Ｂ』                              
・③アッパーフレームに⑤カラーと⑨ボタンボルト（M6×25）を使用して、④バックパッドを取り付けます。 

・市販の接着剤（※1）を使用して、⑬ゴムモールを③アッパーフレームに貼り付けます。 

・各部を無理がないように調整して所定トルクで締め付けます。 
※1…コニシ製のG17 接着剤を推奨。 

・各部の点検を行ない、異常がないことを確認して作業は終了です。 
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 08．バックレストとグラブバーキャリアの取り付けイメージ 『同時装着Ｃ』                
・全体の取付イメージを参考にバックレストとグラブバーキャリアを取り付けます。 
※⑥段付カラーＡと⑦段付カラーＢはテープなどで車両に仮固定しておくと作業がしやすくなります。 

※このイラストは取付順を確認するためのイラストになります。詳細な取り付け順番は次の手順より参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 09．グラブバーキャリアの仮止め 『同時装着Ｃ』                            
・⑥段付カラーＡ（２個）と⑦段付カラーＢ（２個）を車両にテープで仮止めします。 

・グラブバーキャリアを仮固定します。キャップボルト（Ｍ8×65／※1）とキャップボルト（Ｍ8×70／※1）を少しだけねじ

込み穴位置を合わせて仮固定します。 
※1…グラブバーキャリア付属の部品を使用 
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 10．ベースブラケットの仮組み 『同時装着Ｃ』                             

・左側のみボルトを取り外します。 

・②ベースブラケット左側をグラブバーキャリアと段付カラーの間に挟み、先ほどのボルトで動かない程度に仮締めします。 

・右側も同様の手順で①ベースブラケット右側を仮組みします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11．アッパーフレームの仮組み 『同時装着Ｃ』                             

・①ベースブラケット右側と②ベースブラケット左側に③アッパーフレームを⑧ボタンボルト（M6×15／4 本）を使用して、

仮組みします。 
※③アッパーフレームの取り付けに無理が生じる場合は、各部のボルトを一度緩め調整してながら取り付けしてください。 
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 12．バックパッドの取り付け 『同時装着Ｃ』                              
・③アッパーフレームに⑤カラーと⑨ボタンボルト（M6×25）を使用して、④バックパッドを取り付けます。 

・市販の接着剤（※1）を使用して、⑬ゴムモールを③アッパーフレームに貼り付けます。 

・各部を無理がないように調整して所定トルクで締め付けます。 
※1…コニシ製のG17 接着剤を推奨。 

・各部の点検を行ない、異常がないことを確認して作業は終了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 13．ツールバッグの取り付けイメージ 『補足』                             
・イラストを参考にツールバッグを③アッパーフレームにベルトで巻き付けて取り付けます。 
※ツールバッグの接触部は擦れてキズが付く恐れがあります、プロテクションシールなどで接触部の保護をオススメします。 

※ツールバッグの重量を含めて最大積載量は２ｋｇ以下でご使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 


